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去る平成28年6月5日（日）、KKR札幌医療セン

ター 3階 会議室におきまして、平成28年度公益

社団法人北海道臨床工学技士会総会が開催され

ました。 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任状

による出席者を含め過半数を超えた会員より承認を

頂き成立しました。 

今総会では長年当会の運営にご尽力いただい

た室橋前会長、脇田前副会長、加藤前副会長、石

川前常務理事の退任が報告されました。また、新た

なに内部理事４名、外部理事１名が承認されており

ます。今後の北海道臨床工学技士会のますますの

発展のためにも、一層のご尽力をお願い致します。 
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総会の様子 

審議事項 

・ 第1号 議案平成27年度事業および 

    収支決算報告 

・ 第2号 議案平成27年度監査報告 

・ 第3号 第4期役員候補者選挙について 

・ 第4号 名誉会員について 

 

報告事項 

・ 平成28年度事業計画報告 

・ 平成28年度収支予算報告 

・ 第4期外部理事選出報告 

 

退任される室橋前会長（中央右）、脇田前副会長（中央左）、

加藤前副会長（左）、石川前常務理事（右） 
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会長賞受賞の卒業生からの様子 

総会に引き続き、平成 28 年度最初の理事会が

開催され、新規役員が決定いたしました。 

 

会 長   

大宮 裕樹 (KKR 札幌医療センター) 

副会長 

寺島  斉 (JCHO 北海道病院) 

柴田 晴昭 (萬田記念病院） 

  橋本 佳苗 (札幌医科大学附属病院) 

常務理事  

布施 崇宏 (北海道泌尿器科記念病院) 

木村 吉治 (旭川リハビリテーション病院) 

  植村  進 (日鋼記念病院) 

日沖 一木 (恵み野病院) 

理 事 

岩城 全紀(いわき特許事務所 弁理士) 

佐藤 陽介(佐藤太勝法律事務所 弁護士） 

佐藤 裕二(北海道情報大学医療情報学部 

 医療情報学科教授) 

千葉  卓(北海学園大学 法学部  

名誉教授) 

橋本 暁佳(札幌医科大学 循環器・腎臓・ 

代謝内分泌内科学講座准教授) 

三田村 好矩(北海道大学名誉教授) 

和田 龍彦(北海道大学名誉教授) 

  あいうえお順 

監 事  

井関 竹男(北彩都病院) 

川端 忠範(札幌経営センター代表 税理士) 

顧 問 

脇田 邦彦(旭川赤十字病院) 

加藤 伸彦(北海道大学病院) 

石川 幸広(北彩都病) 

佐藤 利勝(石狩病院) 

  笹  宏行(恵庭クリニック) 

名誉会員  

真下  泰(JCHO 札幌北辰病院) 

  室橋 高男(札幌医科大学附属病院) 

事務局長 

池田 純幸(保坂内科クリニック) 

総会開催に先駆けて新入会 Welcome 交流会

が開催されました。本交流会は今年初めて企画

され、養成校を卒業して入会されたばかりの方

やそれに近い若手向け講演で、「会長賞受賞卒業

生から」と題し、日鋼記念病院の庄司笑香さん

と旭川赤十字病院の松本美和さんに働き始めた

ばかりの若者の思いや現況を語ってもらいまし

た。 

「質問＆相談コーナ」では 6、7 人の少人数に

分かれグループワーク形式で行われ、先輩方が

仕事の悩みや人生などについて優しく話を聞い

てくれ、具体的なアドバイスをしてくれました。 

本交流会が参加してくれた若手にとって良い

経験となり、今後の成長の一助となることを願

っています。 

質問＆相談コーナの様子 
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◆RMニュース◆ 
 
＜白内障手術でミス、謝罪  

度数違うレンズ入れる＞ 

 神戸市の病院は２９日、兵庫県内に住む白内

障の８０代女性患者に視力を回復させるための

手術で、度数が違うレンズを入れるミスがあっ

たと明らかにした。病院側は女性に謝罪し再手

術した。 

 病院側によると、女性は２０１５年１１月１

３日、レンズを左目に入れる手術を受け、同月

１６日に視力を検査したが、想定値と異なって

いた。主治医が術前の検査結果や電子カルテを

確認し、電子カルテに左右逆の値を入力するミ

スがあったことが分かった。 

 女性は同月２０日に再手術を受け、右目も２

７日に手術し既に退院した。 

 病院側は「今後は電子カルテに検査結果を取

り込む。レンズを業者に発注する時や手術時に

複数の職員で、値を確認する態勢を整えた」と

話した。 

2016 年 3 月 30 日 (水) 配信：共同通信社  

 

＜病院の院長らを起訴猶予 

 京都地検 ＞ 

 京都地検は３１日、人工呼吸器のエラーのア

ラームが鳴っているのに気付かず、患者を死亡

させたとして業務上過失致死の疑いで書類送検

された京都市右京区の病院の男性院長（６９）

ら３人を起訴猶予とした。 

 地検は「慰謝の措置が講じられたことや反省

していることを考慮した」としている。 

 ３人は昨年８月４日に入院中だった男性患者

＝当時（７６）＝が装着していた人工呼吸器の

アラーム音に気付かず、適切な処置が遅れ、低

酸素脳症により死亡させた疑いで書類送検され

ていた。 

2016 年 4 月 1 日 (金) 配信：共同通信社  

 

＜手術中出火、患者重傷  

レーザーメス使用＞ 

 東京都の大学病院の手術室で今年４月、手術

中の患者に掛けられていた布に火がつき、患者

が大やけどを負う事故が起きていたことが分か

った。当時、レーザーメスを使用しており、警

視庁新宿署は業務上過失傷害容疑で医師から事

情を聴くなど捜査を進めている。 

 同署や関係者などによると、４月１５日午前

１０時半ごろ、同病院５階の手術室で、産科・

婦人科の医師が３０代の女性患者の手術を行っ

ていたところ、女性に掛けていた手術用の布（ド

レープ）に火がついた。医師は生理食塩水で消

したが、女性は腕や足などにやけどを負った。

女性は重傷で今も入院中だが、命に別条はない

という。 

 この手術で医師は、レーザーメスを使用して

いた。レーザーメスと出火との関係は判明して

いないが、同署は医師による誤使用や機器の不

具合などを視野に入れて原因の解明を進めてい

る。 

 同病院は患者側に謝罪。東京都や厚生労働省

関東信越厚生局に事故を報告し、第三者による

調査委員会を設けて原因の調査を始めている。 

 同病院経営企画・広報室は「調査結果が出た

段階で、経緯を公表する方向で準備を進める」

としている。 

 レーザーメスは人工の光であるレーザーを利

用する医療機器で、熱の作用により止血をしな

がら切開することができる。電気メスに比べて

切開がスムーズにできるなどの利点があるとさ

れ、皮膚科や外科など幅広い分野で使われてい

る。 

 同病院のホームページによると、病床数は１

０１５床。高度な医療を提供することで診療報

酬の優遇が受けられる「特定機能病院」に指定

されている。 

2016 年 5 月 31 日 (火) 配信：毎日新聞社  
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このコーナーは、平成 2７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2８年 3 月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し、現在旭川赤十字病院にて勤

務中の松本美和さんです。 

 

旭川赤十字病院  

松本 美和  

私は平成 28年 3月に吉田学園医療歯科専門学

校臨床工学科を卒業し、4 月から旭川赤十字病院

臨床工学部門に勤めています。働き始めて 2か月

が経とうとしていますが、日々自分の未熟さを痛

感する毎日です。慣れない環境で不安と緊張の連

続ですが、とても充実した日々を送っています。 

現在は、プリセプターの指導のもと透析室業務

や病棟巡回の業務に携わっています。主に透析室

業務では、プライミング・回路接続・定時のチェ

ック・返血などを行っています。特に抜針や回路 

 

接続など、いつも緊張している私に優しく声をか

けてくださったり、時間がかかっても見守ってく

ださる患者様にとても感謝しています。これから

始まる穿刺業務に向けて、患者様とのコミュニケ

ーションを大切にして信頼関係を築いていきたい

と思っています。まだ、一人でできる業務が少な

く気持ちばかり焦る毎日ですが少しずつ自分がで

きることを確実にこなし安全な医療を提供できる

ように業務に励みたいと思います。 

 私は将来、循環・代謝・呼吸など様々な分野に

携わり、多くの患者様のために働くことが目標で

す。先輩方のように常に向上心を持ち、何事にも

冷静かつ柔軟に対応し、患者様や院内のスタッフ

の方々から信頼される臨床工学技士を目指してい

ます。また、赤十字の誇りとプライドを持ち院内

はもちろん災害医療・救急医療においても活躍で

きるように日々努力を積み重ねていきたいと思い

ます。 

日本赤十字社救護服姿の松本さん 

 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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平成 28 年 5 月までの理事会からのお知らせ 

・平成２８年度総会議案書について 

・熊本地震への支援物資について 

・新入会 Welcome 交流会について 

（平成２８年６月５日 ９時～１０時４５分） 

・各委員会の取組みについて（セミナー、学会、 

講演会、災害対策、広報関連、他） 

・北海道柔道整復師会主催「いきいき健康フェス

ト」（平成２８年７月３日（日）） 

広報・公益事業推進委員会にて活動する 

・北海道医療技術者団体連絡協議会パネル展 

（平成２８年８月２７日（土）） 

・会員メーリングリストの運用について 

・会費未納者の対応について（再入会者の承認等） 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 

2016 年 6 月 19 日（日） 

「第2回指導者育成実技セミナー」 

会場 KKR札幌医療センター 3階 会議室 

 札幌市豊平区平岸1条6丁目3-40 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2016 年 7 月 14 日（木）～7 月 17 日（日） 

「第63回日本不整脈心電学会学術大会」 

会場 札幌コンベンションセンター  

札幌市白石区東札幌6条1丁目 

http://pcoworks.jp/jhrs63/ 

****************************************** 

2016 年 9 月 17 日（土）・9 月 18 日（日） 

「生体医工学シンポジウム2016」 

会場 旭川市大雪ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ 国際会議場 

 旭川市神楽3条7丁目 

http://jbmes2016.jsmbe.org/ 

****************************************** 

  

日々穿刺業務を行っている我々に向けて「臨

床工学技士のためのバスキュラーアクセス日

常管理指針」が日本臨床工学技士会により策定

されました。 

本指針ではバスキュラーアクセスへの穿刺

業務で、施設ごとに相違があった穿刺血管の解

釈や、モニタリング・サーベイランス業務での

超音波診断装置を用いた検査業務についての

注意点が具体的に述べられています。 

 会員の皆様も本指針を御一読され日常の業

務に活用されることをお勧めします。 

 

詳細は日本臨床技士会のホームページ（ 

http://www.ja-ces.or.jp/ce/）をご確認下さい。 

四肢の表在静脈への穿刺についての記載 
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現在正会員の郵送物は全て個別に郵送しております。郵送コスト

削減策として 8月の技士会ニュースより、同一施設まとめ郵送を

実施することになりました。角 2封筒 1枚に個別包装された郵送物

をまとめて入れることにより郵送代が大幅に節約できます。なおご

自宅が郵送先の方は今までどおり郵送いたしますが、できる限り各

施設への郵送に変更していただけますよう、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 
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印刷 
 

前田印刷株式会社 

〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 

 ０１６６－３４－０１１１ 

 

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       仁友会泌尿器科内科ｸﾘﾆｯｸ 臨床工学課  野尻 誠 


